
お互いの立場を認め、尊重し、
ひとつの目標を目指したい

　市民と行政では、立場や目標が違います。まちづくりに、私たち市民が参加

し、行政と一緒に取り組むためには、お互いの違いを認め合うことが必要です。

その中で自由に議論し、共有できる目標を見い出していきたいと思います。

　市民と行政が共有できる目標を目指していくには、まず、合意形成を図るこ

とが大切です。そして、合意形成のためのルールづくりが必要です。

　合意形成のルールを確立するためには、まず、私たちと行政の役割分担を明

確にすることです。行政の役割としてはまず、まちづくりの施策において、そ

のプロセスすべての情報を公開することです。そして、私たち市民ニーズを可

能な限り施策に反映させていくことです。反映できない場合は、その理由を示

すことも必要です。一方、私たち市民は、自分たちのまちに責任を持ち、まち

づくりに積極的に参加していくことが必要です。

合意形成によるまちづくり2
（１）目標を共有しよう

（２）合意形成のルールづくり
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